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病 院 だ よ り   2020年 9月号  第 394 号 

≪今後の展望≫ 

感染症内科は私を含めて 3 人の小さな診療科です。現在は人員が限られており、専門の外来や入院病

床はありませんが、今後、専門外来や病床を持つことや、ワクチン外来の開設などに取り組んでいくつも

りです。そのためには、感染症医を目指す若い医師の育成にも努めていきます。 

感染症は古くからある病気ですが、抗菌薬（抗生物質）やワクチンが登場し、根絶されたかのように思

えました。しかし、薬剤耐性菌の出現や新型コロナウイルス感染症の流行が拡大し、これほど、感染症診

療が重要とされる時代はありません。新しい病原体に負けることなく、時代にあった感染症診療を目指し、

我々も進化していくつもりです。どうぞご期待下さい。 

診療科長就任のご挨拶 昭和大学病院 感染症内科 時松
ときまつ
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2020年 4 月より感染症内科の診療科長を拝命いたしました。 

就任とともに新型コロナウイルス感染症が拡大し、その対策や対応の最前線に

立ち続け、あっという間の 5 か月でした。これまで、肺炎や結核などの呼吸器

感染症、エイズ（HIV 感染症）や抗菌薬の効かない薬剤耐性菌の診療、院内感

染対策を行ってきました。カビが原因の感染症の研究をしています。   

感染症内科は、ウイルス、細菌、カビ、寄生虫など、いろいろな微生物が原因

でおきる感染症の診療をしています。診療科や患者さんからの相談に応じ、昭和

大学病院・附属東病院の「縁の下の力持ち」になれるよう、これからもがんばっ

てまいります。 

「蒔かぬ種は生えぬ」という 諺
ことわざ

も同じ意味です。 

良い結果を求めるなら、その努力を惜しんではいけ

ないという気持ちを大切にしています。 

≪好きな言葉≫ 
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特徴１：AGEs (老化を進行させ寿命を短くする物質)に着目した 

ウェルエイジング（*）を目指した治療 
 

2019年 4月にAGEs 研究の世界的な権威である山岸教授が就任しました。当院ではAGEs を非
侵襲的・短時間で測定でき、またAGEsを蓄積させないような生活習慣の指導も行います。AGEs
の蓄積は、心血管症・がん・骨粗鬆症・アルツハイマー病などの老年疾患の発症・進展に関わる事
が報告されています。 

特徴 2：内分泌、老年病、動脈硬化など多分野の専門医が在籍 
糖尿病のみならず、悪性腫瘍、認知症、骨粗鬆症、睡眠時無呼吸症候群、歯周病などの疾患を発見

し、他診療科と連携して管理・治療に努めます。 

 

（＊）ウェルエイジング：健康に、自立して年齢を重ねること 

 

 

 

 

 
                                           

                              

 

 

 

 

                                                                    

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【お問い合わせ】  医療連携室 

医療機関専用回線03-3784-8400 

初診外来：月曜日～土曜日 

８：３０～14：00 

※初診外来は予約不要です。 

直接、昭和大学病院 中央棟1F 

初診窓口へお越しください。 

糖尿病・代謝・内分泌内科のご紹介 私達の強み 

糖尿病・代謝・内分泌内科 
診療科長 教授 山岸 昌一 

AGEリーダーによる非侵襲的測定 

へご紹介ください 

 

といえば 「健康寿命（*）を延ばす糖尿病治療」 

糖尿病の血糖管理だけにとどまらず、患者さんが健康に生きる 

ことをサポートできるように包括的な糖尿病診療を行います。 

 （*）健康寿命：健康で若々しく自立して生活できる期間 

糖尿病・代謝・内分泌内科の皆さん 

2020 年 7 月 1 日に昭和大学病院附属東病院から 

へ移転しました！ 
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特徴１：専門医による治療 

毎日専門医が初診の患者さんを受け入れております。不明熱や診断が難しい患者さん、治療が難渋

している患者さんをご紹介ください。 

特徴２：リウマチ・膠原病母性内科 専門外来 

リウマチ膠原病患者さんの「自分の体のことも心配だけど、やっぱり子供が産みたい」という女性

の気持ちを少しでもサポートできたらと思い、2014年より母性外来（専門外来）を開設しました。

産科の先生と連携を図りながら、よりよい妊娠・出産にむけて診療を行っています。 

 

 

 

 

 
                                           

                              

 

 

 

 

                                                                    

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイドロキシクロロキンや免疫抑制薬に加え、 

生物学的製剤での治療も用い、合併症の少ない治療を目指します。 

といえば 「全身性エリテマトーデス」 

へご紹介ください 

2020 年 7 月 1 日に外来診療が昭和大学病院から 

へ移転しました！ 
 

リウマチ・膠原病内科のご紹介 私達の強み 

 【お問い合わせ】  医療連携室 

医療機関専用回線03-3784-8400 

初診外来：月曜日～土曜日 

８：３０～14：00 

※予約制です。医療連携室でご予約を

お取りください。 

リウマチ・膠原病内科 

診療科長 准教授 矢嶋 宣幸  

（全身性エリテマトーデス 専門外来担当） 

2020年4月から診療科長に就任いたしました。 

地域の患者さん、先生方のお役に立てるよう 

尽力いたします。どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。 
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当取り組みは、昭和大学病院・附属東病院において関係職種間での行動 (臨床に関する事項)

を相互にプラス評価することにより、関係部署との連携を良好にし、チーム力を高めることで 

患者さんにより良い医療を提供することを目的としております。 

 

入院棟 14 階 緒方師長へ 

疾患に対して落ち込み、心が不安定で 

あった患者さんに対して、師長として

正面から患者さんに向き合ってくれま

した。 

【患者さんに与えた良い影響】 

心身のケアをおこなって頂いてい

るおかげで、患者さんが安心して入

院生活を送ることができています。 

トピックス サンクス！グッドプラクティスパートナー（第 5 回） 

【患者さんに与えた良い影響】 

患者さんにきちんと向き合ってくれた

おかげで、患者さんより「励まされま

した。」とのお言葉を頂きました。 

入院棟 14 階 看護師 

島村さん・遠藤さんへ 

癌の患者さんに対して、日頃より心身の

ケアを重点的におこなって頂いており、

主治医含め医師、他職種共に助かってお

ります。 

中央棟 8階 A 病棟 事務職員 

町田さんへ 

医療費の限度額の申請について、ご家

族や患者さん本人に率先して確認し、

限度額の申請が難しい方をソーシャル

ワーカーへ繋げてくれました。 

【患者さんに与えた良い影響】 

医療費への不安がある患者さんや患者

さんのご家族に早期に介入することが

でき、患者さんやご家族の不安を解消す

ることができました。 

総合サポートセンター 事務職員 

下田さん・山本さんへ 

総合サポートセンターを訪れる患者

さんの話を丁寧に聞き、看護師や 

ソーシャルワーカー、適切な部署へ迅

速に対応を依頼いただいています。 

【患者さんに与えた良い影響】 

心配事や不安を抱えながら相談に 

いらっしゃる患者さんに対して、丁寧に

優しく相談内容を聞いてくれています。

その姿勢が、患者さんの不安を和らげて

います。 

日頃よりチーム医療にご協力頂きありがとうございます。 

今後とも、よろしくお願いいたします。 

島村さん 遠藤さん 

緒方師長 
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今後、どのような看護師を目指しますか 

私は、患者さんやご家族の思いを汲み取り、常に自分に出来る精一杯の看護を

実践する看護師になりたいです。そのために、患者さんやそのご家族と関わる時

間を大切にしたいと思います。集中治療室にいる期間は短いですが、気持ちの表

出を促し、何がニーズなのか把握していくと同時に、様々な提案、行動選択がで

きるように日々勉強し、成長し続けたいと思います。 

  

新規配属 

 

今月は「 看護師 」の伊藤 里紗（いとう りさ）さんをご紹介いたします。 

【附属施設から】2020年 9 月1 日付 

●皮膚科  石橋智（江東豊洲病院から） 

●皮膚科  平井由花（藤が丘病院から）  

羽ばたけ期待の医療人 No.23「看護師」  

 

異動 

 

【附属施設へ】2020 年9 月1 日付 

●小児外科 渡邊健（江東豊洲病院へ）  

●皮膚科  須永知里（江東豊洲病院へ）  

●小児科  野口悠太郎（江東豊洲病院へ） 

●小児科  佐藤義剛（横浜市北部病院へ）

  

   

看護師を目指した理由はなんですか 

 私が幼い頃、祖父はくも膜下出血で突然倒れ、退院後家で介護していました。ある

日介護者である両親は体を壊し、介護ができなくなりました。家にいたいという祖父

の希望を最期まで叶えたい気持ちと、体力的に不可能であるという現実の葛藤を間近

で見て、患者さんとそのご家族を支えられる職業に就きたいと思い、看護師を志しま

した。 

昭和大学病院のインターンシップに参加し、看護師だけでなく、多職種と密にコミ

ュニケーションをとっている姿を見て、患者さんやご家族にとって最善の医療や看護

を提供する環境が整っていると思い就職しました。 

お知らせ 医師の配属・異動・退職について 

現在、どのような業務をしていますか  

 中央棟 5 階 ICU/CCU で勤務しており、周術期・循環器疾患の一人の患者さんをフォローの元に部屋持

ちし、清潔ケアや全身状態の観察、点滴作成などを行っています。まだまだ、疾患や看護ケアの方法につい

てわからない事ばかりですが、先輩に報告、連絡、相談を徹底して行い、指導してもらいながら仕事をして

います。 
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 昭和大学病院の中央棟と入院棟を結ぶ渡り廊下に、ボランティアスタッフによる作品の展示コーナーがご

ざいます。 

 現在は、「希望に向かって」をテーマに、様々な作品が展示されております。展示は定期的に変更を予定

しておりますので、ご来院の際は、是非お立ち寄りください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お知らせ ボランティアスタッフによる作品を展示しております 

お知らせ 中央棟 1階 ご支援紹介ブースにて季節の飾りつけを行いました 

     中央棟1 階 ご支援紹介ブースにて、 

季節の飾りつけを行いました。 

今回のテーマは     です。 

 

今後も季節に合わせて、飾りつけを変更予定です。 

ご来院の際は、是非ご覧ください。 

ノートを設置していますので、 

是非皆様のご感想も 

お聞かせください 
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ご意見・ご要望 回答 
回答

部署 

 産婦人科で入院しましたが、病院の食事が

おいしかったので毎日楽しく過ごすことがで

きました。ありがとうございました。 

 食事がおいしいというご意見を頂きありがとう

ございました。このご意見を励みに、今後もおい

しい食事の提供が出来るように努力して参りま

す。 

 貴重なご意見ありがとうございました。 

栄
養
科 

 採血すると、いつも結果がでるまでにとて

も待ちます。 

 改善できないでしょうか。 

この度はご不快・ご不便な思いをさせてしまい

誠に申し訳ございません。採血した血液検体は迅

速に分析開始しておりますが、検査結果が判明す

るまで60分程度を要します。検査によっては90

分以上かかることもございます。 

検査実施に要した時間は毎日記録され、過剰に

時間を要した場合は原因を調査して同様の事態が

起こらないようにしております。今後もより早く

検査結果を出せるよう努力して参ります。 

 貴重なご意見ありがとうございました。 

採
血
室 

患者さんのご意見・ご要望 
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※記事見出しの色分けについて 

病院だよりでは、見出しに色分けをすることで読者の皆様が読みやすいよう工夫をしております。 

黄色見出し：患者さん、患者さんのご家族向け  

青色見出し：医療関係者向け 

緑色見出し：医師の配属・異動・退職について 

病院広報委員会委員： 稲垣 克記、入山 洸希、大江 克憲、岡崎 靖子、五藤 哲、佐々木 仁美、 

嶋村 弘史、鷲見 賢司、富田 英、中村 清吾、山岸 昌一、吉田 仁、 

渡辺 愛理、渡邊 聡、渡邊 裕之（50音順） 

昭和大学病院・附属東病院の理念 昭和大学病院・附属東病院の基本方針 

・患者本位の医療 

・高度医療の推進 

・医療人の育成 

・患者さんと共にチーム医療を実践する。 

・特定機能病院及び地域の基幹病院として高度急性期医療を推進し、

質の高い医療を提供する。 

・教育病院としての機能を充実し、質の高い医療人の育成を行う。 

・人間の尊厳及び人権を守りつつ、高度な臨床研究を実践する。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 乳腺外科  中村
なかむら

 清
せい

吾
ご

 教授 

 
一時収束の兆しを見せたコロナ禍が再び蔓延の兆しを見せています。このウィルスにより、各国々で、社会構造

の問題点が次々と露呈しています。我が国も、マイナンバーカードを始めとして、ITのぜい弱さが浮き彫りとなり

ました。ただ、これまでのウミを出し切って、新しい生活様式や医療体制の再興に取り組む絶好の機会ともいえま

す。これからも、本誌を通じて、次代を担う昭和大学病院の医療者や、その取り組みを紹介してまいります。 

令和 2年度 昭和大学クリニカルセミナー中止のお知らせ お知らせ 

昭和大学病院、昭和大学病院附属東病院では、地域の先生方との医療連携を一層深めるため、例年秋に『昭

和大学クリニカルセミナー』を行っております。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、協議の結果、３密の回避が困難のため中止と

することと致しました。 

医療連携室を始め職員一同、今後とも病診連携の強化に邁進して参りますので、ご指導、ご協力賜りますよ

うお願い申し上げます。 

昭和大学病院 相良 博典 

昭和大学病院附属東病院 稲垣 克記 

  

問い合わせ ：医療連携室 TEL 03-3784-8400（直通） 

FAX 03-3784-8822（直通） 

 


